
山 行 報 告 書

日時 ２０１６年 ３月５日（土） 天候

山名 由布岳～東登山道周回ルートを歩く～

ＣＬ 参加者 川口、坂田、林（三）　（総勢４名）

（コース）

（コメント）

（交通費/人）　 3,000円/１人（運転手以外）
（その他/人）　 600円/１人（温泉入浴料）

（2016.01.27改訂）

大久保

（費用）

曇ときどき晴れ

 由布岳正面登山口には予定より３０分早く到着するも、無料駐車場はトイレを新しく 

新設工事していることもあり、いつもより駐車スペースが少なく既に満車状態。 

仕方なく道向かいの有料駐車場に駐車しました。 

 早々に準備を整え、縦一列になって日向岳自然観察路から東峰を目指します。 

日向岳自然観察路は、昨年秋まで一部の登山道が不明瞭でしたが、黄色のテープ 

が巻かれて分かりやすくなっていました。 

 ３月上旬にしては気温が高く、汗だくになりながら森林を抜け、いざ急登コースへ。 

東峰直下の岩場に出ると、今度は強烈な風が待ち構えていました。 

 三点支持を行いながら岩場にへばりつくも、風の息で身体が右に左に揺さぶられま

す。 

ヘトヘトになりながら東峰を制覇するも、あまりの強風のため滞在できず、そそくさと 

マタエへ向けて下山を決意。 

 マタエまで下りて、お昼ご飯を食べる予定にしていましたが、それどころではありま

せん。 

 マタエは風の道になっていて本日最大級の爆風状態でまともに立つことすらできま

せん。 

風が当たらないところを探すも、そんな場所なんて見当たりません。 

 強風から逃げるように西峰に向かうも、鎖場の手前でついに撃沈しました。 

勇気ある撤退です！！ 

 そして、マタエから３分ほど下ったところで、ようやく無風スポットを発見。 

 風を避けて、寄り添うように昼食をとりました。 

 みんなが一つになった瞬間でした（笑） 

 でも、せっかく担いで登った冷え冷えの「ビール」は誰一人受け取ってもらえません

でした。 

 ３０分ほど休憩したあとは下山のみ。 

 そこからは木立に守られながら、風とは無縁の登山道でした。 

 由布岳正面登山口に到着したあとは、車で５分ほどのところにある「七色の風」へ。 

 由布岳を望む露天風呂は至福のひとときでした。 

 帰路の車中では、行きとは違った連帯感が生まれ、会話も途切れることなく大いに 

盛り上がりました。 

 ご一緒していただいた皆様。今回は本当にお世話になりました。 

そして、無事に下山できたことに感謝です。                               

                                     （林三武郎 記） 

 
 
 

西鉄筑紫駅 7：00集合 ～ 8：20 由布岳正面登山口 8：32 ～ 9：35 日向越 9：37 ～ 

11：11 由布岳東峰 11：13 ～ 11：28 マタエ 11：31 ～ 11：35 由布岳西峰鎖場 11：40 

～ 11：50 マタエ 11：50 ～ 11：55 マタエ直下にて昼食 12：24 ～ 13：19 合野越 13：35 

～ 13：49 飯盛ヶ城 13：51 ～ 14：16 由布岳正面登山口 14：25 ～ 14：30 七色の風 

15：25 ～ 16：40 西鉄筑紫駅（解散） 


